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　2015年9月、国連総会にて「持続可能な開発目標（SDGs）」

が採択されました。SDGsでは持続可能な世界に向けて取り

組むべき17の目標と169のターゲットが掲げられ、国だけで

なく、企業にも積極的な関与が求められています。サンゲツグ

ループは事業活動を通じて、社会的責任を果たしながら目標

達成に貢献していきます。「豊かな生活文化の創造」を目指す

当社グループでは、「目標11：住み続けられるまちづくりを」

をはじめ、事業活動とかかわりの深いSDGsの目標に重点を

置き、その解決に貢献していきます。

SDGsへの貢献
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報告対象範囲
株式会社サンゲツ

対象期間
2017年4月1日〜2018年3月31日
※一部2018年4月以降の活動も含みます。

発行月
2018年10月

参考としたガイドライン
環境省「環境報告ガイドライン2012年版」
環境省「環境会計ガイドライン2005年版」

将来の見通しに関する注意事項
本レポート内に記載されている株式会社サンゲツの現在の計画、見通し、
戦略などのうち、歴史的事実でないものは将来の業績に関する見通しであ
り、これらは現在入手可能な情報に基づいた仮定および判断です。

編集方針

サンゲツグループは、当社の企業価値や中長期的な成長性を重要なステー
クホルダーの皆さまにご理解いただくため、年1回「SANGETSU REPORT」
を発行し、財務情報と非財務情報についてあわせて報告しています。

「環境レポート」では、環境に関する情報をまとめ、主要データに関して第三
者保証を受けることで、信頼性・透明性向上に努めています。当社では、社会
的課題やステークホルダーの皆さまの期待・要請に基づき、環境面における
マテリアリティ（重要課題）を特定。長期ビジョンとして新たに「第一次環境
中期計画（2017～2019年）」を策定しています。本報告書は、重要課題に
沿って2017年度の実績と主な取り組みを中心に報告しています。
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私たちは、新しい空間を創りだす人々に

デザインするよろこびを提供します。

自らの住まいで想いを叶えるよろこび。

これまでにない商空間や施設を構想し、実現するよろこび。

そのよろこびの実現を支える存在として、

私たち自身もデザインとはなにかを考える必要があります。

私たちが追い求めるべきデザインは、

商品自体の美しさや機能といったモノのデザインは勿論、

その先にある空間と、そこでの人々の心や行動を考える

コトのデザインです。

私たちは、この 2 つのデザインの視点から、インテリアの

トータルデザインを含めた空間づくりの提案を行っていきます。

また、その実現にむけて、自らの事業基盤の拡大と機能の高度化に加え、

社外のパートナーとの取り組みを大切にします。

　　　　　　　 ・   デザインするよろこびを。

サンゲツは、インテリア商品の作り手と使い手、関連する人々とともに、

新しい価値創造のよろこびを分かち合うことを目指します。

企業理念

未来永劫変わらないサンゲツの原点である、

「社是」「企業使命」「サンゲツ三則」に、「ブランド理念」を合わせ、

サンゲツの「企業理念」とします。

ブランド理念

ブランドステートメント

ブランドパーパス
私たちは、新しい空間を創りだす人々に
デザインするよろこびを提供します。

企業使命

インテリアを通じて
社会に貢献し、

豊かな生活文化の
創造に寄与します。

社是

誠 実

サンゲツ三則

■  創造的デザイン
■  信頼される品質
■  適正な市場価格
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株式会社サンゲツ　
代表取締役 社長執行役員

持続可能な
社会の実現に向けて

近年、サステナビリティ（持続可能性）に向けた動

きがグローバルに発展しています。2015年には国連

総会で「持続可能な開発目標（SDGs）」が、同年12

月には国連気候変動枠組条約（UNFCCC）の国際会議

「COP21」で「パリ協定」が採択されました。

SDGsでは、「気候変動及びその影響の軽減」「持続可

能な生産消費形態の確保」など環境保全面を含む持続

可能な世界に向けて取り組むべき17の目標と169の

ターゲットが合意されており、国だけでなく、企業に

も積極的な関与が求められています。パリ協定では、

温室効果ガス排出削減に関する中長期的な具体的目標

が設定されました。こうした指針は、持続可能な社会

の実現に向け、地域社会や企業、そして世界全体が協

働し、取り組む必要性を表しています。

このような社会や地球環境に関する課題は、サンゲ

ツグループの事業活動においても事業の持続可能性を

追求する中で重要な課題であると認識し、それらの課

題解決に貢献していくことは「豊かな生活文化の創

造」を目指す企業として大きなテーマであると捉えて

います。2017年5月に発表した中期経営計画「PLG 

2019」では、「ESG/CSR方針」を重点施策の1つに

掲げ、環境保全を含めた5つの分野において取り組み

課題と定量・定性目標を設定し課題解決に向けての取

り組みを進めています。

なかでも、気候変動については、サンゲツグループ

の事業活動においても重要な課題と認識しています。

まずはサンゲツグループ全体の環境負荷を把握、気候

変動によって起こり得る事業活動へのリスクを抽出し

てリスク回避を行うとともに、地球温暖化防止に向け

た体制を構築し、将来的には排出量ゼロに向けた計画

を立案することを目標としています。また、サンゲツ

グループに関わるサプライチェーンにおける地球環境

への負荷の測定と社会的課題の解決に向けて、仕入先

への働きかけを行っています。

さらに事業活動においてはSDGs目標11『包摂的

で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居住を実現

する』をサンゲツグループの重点目標とし、サンゲツ

グループが提供する商品やサービスを通して社会課題

の解決とともにお客さまのインテリアに対する多様な

ニーズにお応えできる機会と捉え、壁紙、床材、ファ

ブリックなどサンゲツが取り扱う内装材において環境

負荷低減型商品の企画・開発、販売に注力しています。

環境負荷低減型商品のラインアップは多種多様です

が、これら環境負荷低減型商品を計画的かつ積極的に

企画・開発し、販売することで、サンゲツグループの

事業活動によるCO2 排出量を上回るCO2 排出削減の実

現に向けて取り組みを開始しています。

CSR/ESG活動をグループ全体で推進し、社員一人

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

ひとりが誠意を持って社会や地球環境に関する課題解

決に取り組んでいくことは、持続可能な社会の実現を達

成するために大きな意味を持つものであると同時に、グ

ループ全体の企業価値向上につながるものと確信して

います。

サンゲツグループはこれからも、持続可能な社会の実

現に向けた着実な取り組みを進め、すべてのステークホ

ルダーの皆さまとともに、新しい価値創造のよろこびを

分かち合える企業になることを目指してまいります。

トップメッセージ



SANGETSU Environmental Report 201806 07SANGETSU Environmental Report 2018

環境方針

環境方針 環境マネジメント

企業は社会の公器であり、健全な事業活動を通じて収

益をおさめ、活力ある発展と社会への還元を図らねばなり

ません。サンゲツグループは、その基本的な考え方に基

づき、価値ある商品とサービスを提供することにより、豊

かな住生活の実現に寄与し、社会に貢献します。

そしてその実現にあたって、サンゲツグループでは「企

業倫理憲章」として5つの原則を掲げ、持続的発展に向

けて自主的に行動します。

当社では、環境保全に取り組んでいくことは、より良い

住空間を提供する企業として当然の責務と考え、環境理

念・環境方針を定めています。この方針に基づき、環境

マネジメントシステムを運営し、継続的な環境保全活動を

推進します。

サンゲツは、快適な住空間の提供を通じ、より
豊かな生活を実現するための役割と責任を担っている。
当社の事業活動は環境との関わりが深く、その活動の
中で環境保全に取り組んでいくことは、企業として
当然の責務である。これらの観点から、自らの事業
活動における環境負荷の低減はもとより、地球環境の
保全に配慮し、より良い住環境の創造に努める。

基 本 理 念

※2001年6月「ISO14001」認証取得

※「サンゲツグループ企業倫理憲章」から、環境に関する記載を抜粋

当社は、企業の社会的責任を果たすため、2016年4

月にCSR推進課を新設、2017年4月には全社を横断的

に統括するCSR委員会を設置するとともに、さまざまな

CSRガイドラインに対応すべく、5つのCSR分科会を設

置しました。その上で、実効的なCSRマネジメントを行い

CSR体制を強化、社会課題解決に向けた取り組みを進め

ています。気候変動を含めた環境課題については、環境

保全分科会での取り組み事項として上位機関を通じて取締

役会への報告と対応を行っています。

当社の事業活動は商品開発・流通を主体にしています。

商品製造については仕入先に委託していますが、高品質

で環境に良い商品を提供するために、商品のライフサイク

ルを通じた環境負荷低減活動を継続する必要性があると

考えています。

これまで当社は、当社基準の評価項目に沿って仕入先

評価と工場運営の改善・環境対応・商品の品質向上につ

なげてきました。また、中部ロジスティクスセンターⅡに

環境試験室をはじめとする試験施設を設置の上、適切な

品質管理体制を整備しています。現在、当社ではサプラ

イチェーンにおけるCSRへの取り組み強化に向け「サン

ゲツCSR調達方針」および「サンゲツお取引先さま向け

CSRガイドライン」を策定、仕入先の対応状況について

アンケート調査を実施し、必要に応じて訪問指導を行うな

どの対策を講じることで、環境対応についての体制づくり

を進め、環境負荷低減を推進しています。

当社では、気候変動を始めとする環境リスクを事業運営

に障害を引き起こすリスクとして考えています。特に気候

変動の原因となる事業活動に伴うGHG排出量を管理し、

目標値を設定して排出量低減活動を行っています。その

活動の進捗状況は、災害等リスク部会からリスク管理委員

会に報告され、さらに取締役会においてリスク管理委員会

から報告、管理監督を受けています。

監査等委員会取締役会

CSR委員会
委員長：社長

総括責任者：担当取締役

事務局：CSR推進課

事業慣行／
消費者課題

分科会

コーポレート
ガバナンス

分科会

人権／
職場環境
分科会

環境保全
分科会

社会貢献
活動

分科会

地球環境問題への取り組みは、企業の存在と活動に必須の

要件であることを認識し、自主的、積極的に行動します。

地球環境を守るために

当社ではISO14001の認証を取得しています（認証範

囲の従業員比率37.5%）。環境マネジメントシステムを統

括する環境ISO管理責任者のもと、これを補佐するISO

事務局を設置し、各事業所において環境活動を実施して

います。

※ISO14001の認証範囲（本社、中部支社、中部ロジスティクスセンター）

環境マネジメントシステム
担当取締役

社長

環境活動
推進体制 環境ISO管理責任者 ISO事務局：CSR環境保全分科会

各
部
・
室

北
海
道
支
社

東
北
支
社

北
関
東
支
社

東
京
支
社

中
部
支
社

関
西
支
社

中
国
四
国
支
社

九
州
支
社

全社リスク管理委員会

リスク管理事務局（総務部）

情
報
シ
ス
テ
ム

リ
ス
ク

情
報
シ
ス
テ
ム
部

災
害
等
の
リ
ス
ク

緊
急
対
策
本
部

（
B
C
P
）総
務
部

労
務
管
理
リ
ス
ク

人
事
部

海
外
事
業
リ
ス
ク

海
外
事
業
部

物
流
リ
ス
ク

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

本
部

商
品
開
発
リ
ス
ク

イ
ン
テ
リ
ア
事
業

本
部

在
庫
・
仕
入
リ
ス
ク

イ
ン
テ
リ
ア
事
業

本
部

営
業
・
与
信
リ
ス
ク

営
業
本
部

リ
ス
ク
管
理
部
会

主
管
部
署

各支社・子会社

• 各事業活動におけるGHG排出量、エネルギー使用
量及び廃棄物の削減とリサイクルの促進を計画的
に実行する。

• サンゲツグループの事業活動におけるGHG排出量
の把握を行い、最終的に排出量ゼロに向けた計画
を立案する。

※中期経営計画「ESG/CSR方針」から、環境に関する記載を抜粋

　 サンゲツグループ企業倫理憲章

　 中期経営計画「ESG/CSR方針」

　 環境方針 　 CSRマネジメント体制

　 サプライチェーンマネジメント

　 環境マネジメント推進体制

　 気候変動／環境リスクマネジメント体制

基本方針

1. 環境マネジメントシステムの推進にあたり、環境目的及び
環境目標を設定し、継続的改善を行い、企業活動と地球環
境保護の両立を図る。

2. 適用可能な環境保全に関する法令及び当社が同意する要
求事項を遵守する。

3. 商品の開発、生産、流通、使用、廃棄のすべての段階におい
て、環境影響要因物質の使用の回避、廃棄物の削減、リサイ
クル、省エネ・省資源に努める。

4. 環境方針や環境管理活動への社員の理解と意識の向上を
図るとともに、関係者へも環境方針を周知し、理解と協力
を要請する。

5.この環境方針は、一般に公開する。

中期方針

サンゲツグループの事業全体の環境負荷を把握。
地球温暖化防止や持続可能な資源循環に向けての体制を
構築。

実 践 内 容

　　　

環
境
方
針
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環境方針

環境行動計画

当社では、環境面における重要課題を以下の5つと捉え、それぞれの課題に対して取り組みを行っていきます。

重要課題と
関連するSDGs

社会的課題 サンゲツの取り組み 取り組み課題 2018年度目標
2017〜2019年度 

第一次 環境中期計画
該当

ページ

地球温暖化防止 COP21にてパリ協定が採択、日本政府は削減目標
を発表、業務分野に大きな削減目標。CO2排出の主
因たるエネルギー消費の削減は必須。

CO2排出が気候変動などの原因であり、その自覚を
もって排出削減に取り組む必要がある。当社の事業活
動にエネルギーは不可欠だが、省エネで効率を高め、エ
ネルギー消費の最小化に取り組む必要がある。

スコープ1,2のGHG排出量の削減 2010年度比　33％減※2 2010年度比　35％減※2
P.10-11

エネルギー使用量の削減※1 2010年度比　32％減※2 2010年度比　33％減※2
P.10-11

環境負荷の把握 サプライチェーン全体でのCO2排出を把握するこ
とが、CO2排出削減活動につながる。

グループ全体、サプライチェーン、商品LCAなど、現時点
で把握できていないプロセスが多くあり、まずは把握を
進めることからスタート。

スコープ3カテゴリGHG排出量
の把握

スコープ3カテゴリGHG排出量の把握 
⇒カテゴリ別のシナリオ設定、数値把握

スコープ3カテゴリGHG排出
量の把握

P.12

資源循環 有限である資源が枯渇しており、排出削減とともに循
環利用が求められている。しかし、建築分野において
はリサイクル処理されていないなどの課題がある。

廃棄物削減、リサイクルへの取り組みがまだ不十分であ
り、改善の余地が大。商品においては、商品毎のリサイク
ルシステムを構築しているが、システム運用の活性化に
向けた取り組みの強化が必要。

総廃棄量の削減 2010年度比　14％減※2 2010年度比　15％減※2
P.13-15

不要物のリサイクル率の向上 リサイクル率　70％ リサイクル率　70％ P.13-15

グリーン調達の推進 1.グリーン調達の推進
2.事務用品のグリーン購入率
　 継続監視

1.グリーン調達の推進
2.事務用品のグリーン購入率
　 継続監視

P.13-15

生物多様性と
化学物質による

汚染の回避

経済活動は、生物多様性を基盤とする生態系サービ
スの上に成り立っているにもかかわらず、多くの場
合において経済活動が優先され、生物多様性が犠牲
となっている。
また、化学物質は人々の生活に大きな影響を及ぼす
懸念があり、適正管理が求められる。

自然環境あっての経済活動と自覚し、生物多様性の保全
に取り組む必要がある。
インテリア商品における化学物質は、健康への影響は相
対的に小さいと言われる固体の商品が多いが、人によっ
ては微量であっても大きく反応が出てしまう場合もあ
り、そういった方々においても安心してご使用いただけ
る製品を提供していく上で、化学物質の適正管理は重要
と考える。

サプライチェーンの原材料、化学
物質の管理体制の構築

1.ホルムアルデヒド放出量
⇒計測、監視継続
2.仕入先の原材料、化学物質の
　 使用状況把握・管理
⇒仕入先向けアンケート調査実施・把握開始

1.ホルムアルデヒド放出量の
計測、監視継続

2.仕入先の原材料、化学物質
の使用状況把握・管理

P.16-17

商品を通じた
地球環境保全

建築物の環境性能評価としてのCASBEEやLEED、
CO2排出をゼロとしたZEH、ZEBなど、業界をあげ
ての取り組みが強化されている。環境性能の高い商
品を開発することに加え、LCAの視点に立ったCO2

排出量をはじめとする環境性能の把握・向上が求め
られている。

環境配慮に関する性能の高い商品を提供することに加
え、幅広い顧客への啓蒙活動や社内における販売目標の
設定など、より具体的な環境負荷低減を実行する。

1.環境配慮商品の開発（省エネ、
省資源、ロングライフ、室内環
境等）

2.商品環境情報の数値化と開示

1.環境配慮商品の開発
　（省エネ、省資源、ロングライフ、室内環境等）
2.環境配慮商品の紹介
⇒環境商品データシートの製作・公開
　商品LCA情報の取得・活用

1.環境配慮商品の開発
2.環境配慮商品の紹介

P.18-24

  ※1 エネルギー使用量は事務所･倉庫（省エネ法対象）の範囲としています。
※2 売上高原単位での目標数値としています。

　 マテリアリティ（重要課題）

　　　

環
境
方
針



環境活動

地球温暖化防止

※ 参考：一般家庭（30A契約）1世帯あたりの1ヵ月分の使用電力量255kWh
　　　　（2014年度、東京電力）

社有車両をハイブリッド車両等の環境対応／低燃費車

への全面移行を進めています。2018年には全車両の約

25％に相当する125台の移行を完了し、2022年度に

は全車両の移行を完了予定です。

また、全営業車両にGPSを利用したテレマティクスを

装備させ、急加速・急ブレーキ・スピード超過等の情報

を本社にて収集し、安全管理とともに温室効果ガスの削

減に繋がるエコドライブを強化しています。これらの施策

をとった結果、2017年度の燃費は対策前の2014年度

と比較して22％改善しました。

これにより、下表のとおり、営業車両等のエネルギー

消費は、原単位（売上高）で2010年度比45％減となり

ました。

社有車両における低燃費への推進

◉ 関西支社の空調機更新の効果

5 500

400
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0 BEFORE AFTER

256

（t-CO2） GHG排出量

424

◉ 営業車両等のエネルギー消費推移

3

基準年
（年度）

0.40

0.30

0.20

0.10

0.00

（GJ/百万円） 売上高原単位

2010 20162015

0.34

0.21 0.20

2017

0.19

2014年に愛知県稲沢市に位置する当社の物流拠点中部

ロジスティクスセンターⅠの屋上に2,170m²の太陽光発

電パネルを搭載し、自然エネルギーの有効活用に取り組ん

でいます。2017年度は、

520,798kWhの 電 力を

発電しました。これは、一

般家庭の170世帯の年間

電力量に相当します。

太陽光発電によるエネルギーの創出

当社の社屋の多くは自社物件です。この自社物件の計

画的修繕に合わせて設備の省エネ化を進めています。直

近の2014～2015年度の修繕計画に伴う設備の更新に

おいては、各支社の照明ランプのLED化で約220t-CO2

の削減、本社の誘導灯のLED化で約4t-CO2の削減、本

社のエレベーターの主要備品交換に伴う省エネ化で約5t-

CO2の削減、関西支社の空調設備の更新で約170t-CO2

削減をしました。今後も、建物設備修繕計画に合わせて

省エネ設備を導入し、GHG削減活動を進めていきます。

自社物件の修繕計画に合わせた省エネ設備の導入

当社のスコープ1,2におけるGHG排出量のうち、約7

割が電気使用によるものです。GHG排出量の削減にあ

たっては、電気使用量の削減だけではなく、GHG排出量

の少ない電気を購入することもGHGを削減する１つの手

段と考えています。

当社では2016年1月より、電気を多く使う高圧電力の

拠点を、CO2 排出係数の少ない新電力へ供給先を切替え

ました。2017年度は、切替先のCO2 排出係数が高くな

りましたが、引き続き、“環境負荷の少ない電力購入”へ

取り組んでいきます。

環境負荷の少ない電力への切り替え

※調整後排出係数：電気を作り出す際にどれだけの二酸化炭素を排出したかを推し量
る係数で、京都メカニズムクレジットや国内認証排出削減量等が反映させた係数。
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（t-CO2/百万円）
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（t-CO2）

2010 20162015 （年度）

8,195 7,533 6,450

売上高原単位スコープ1,2排出量

基準年

0.087

0.065
0.070

2017

8,348

◉ 調整後排出係数で計算したスコープ1、2温室効果ガス排出量の推移

※ GHG排出量の計算は、温室効果ガス排出算定・報告・公表制度の「算定・報告・公表制
度における算定方法・排出係数一覧」を基に、電気部分は2017年度提出用の排出係数
の代替値で計算しています。

◉ 再生可能エネルギー発電量の推移

4 600,000

400,000

200,000

0

（kWh）

（年度）2017

520,798

2016

511,146

2015

520,578

2014

210,076

太陽光発電量

2014年9月
より稼働

設備等を更新するハード面での取り組みだけでなく、運

用によってエネルギーを削減するソフト面での対策も推進

しています。自社製品である遮熱フィルムをガラス面に施

し空調効率を向上、またデマンドコントローラー導入によ

り最大電力の制御、冷暖房温度の上げ下げや、運転時間

の短縮等の空調管理の厳密化、クールビズ・ウォームビ

ズの積極的導入（2014年度からは女性社員の制服を廃

止）、2017年度においては、働き方見直しを実施し、パ

ソコンの自動OFF化等の退社時間の早期化を呼びかけて

残業時間削減とともにエネルギー削減を行う等、日常の工

夫を積み重ねて削減を進めています。

電気使用効率の向上

◉ テレマティクスの仕組み

運転目標値（急加速・急ブレーキ・
スピード超過）の設定、

アイドリングストップの徹底

エコドライブ管理者による指導

機器導入・目標設定

運転指導 情報収集

運転中

急加速・急ブレーキ
・スピード超過

警告
メール

アイドリングストップの
徹底

NOx
CO2

PM

運転状況

事務所内パソコン

車載器

データ

◉ 温室効果ガス（GHG）排出量の推移

※1 温室効果ガス排出量の計算にあたっては、実排出係数を利用しています。 
※2 スコープ1,2において算出しています。（スコープ1…サンゲツの事業活動による排出、燃

料使用に伴う直接排出。スコープ2…外部から購入する電力や熱の使用に伴う間接排出）

◉ 事務所・倉庫（省エネ法対象）のエネルギー使用量の推移

2

目標 目標
2010
基準年

2016 2018 20192015 （年度）2017

1.107

132,292

売上高原単位

2.000

1.600

1.200

0.800

0.400

0.000

（GJ/百万円）（GJ）

1.602

1.013 1.107 1.073
1.073　

100,000

0

200,000

300,000

400,000

500,000

エネルギー使用量

128,666116,637
150,864

2019年度 目標

エネルギー使用量 省エネ法分野において2019年度までに原単位
（売上高）を2010年度比33％低減

GHG排出量 スコープ1,2において2019年度までに原単位（売
上高）を2010年度比35％低減

（t-CO2/百万円）
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2010
基準年 目標 目標

2018 2019（年度）

2,175

7,310
1,643
6,423

1,593
6,469

売上高原単位スコープ1,2排出量（倉庫・事務所） スコープ1,2排出量（営業車両）

0.101

0.070 0.069 0.066
0.0659,485

8,066 8,062

201720162015

1,487
6,818

0.069

8,306

GHG排出量
31%減

エネルギー消費量
45%減

GHG排出量
40%減

　 エネルギー使用量／GHG排出量

　 エネルギー使用量・GHG排出量の

　 削減に向けた取り組み

地球温暖化防止に対する考え方

地球温暖化による気候変動は、人間の生活や自然の生態
系にさまざまな影響を与えています。その地球温暖化の主
たる原因は温室効果ガス（GHG）であり、この温室効果
ガス（GHG）を削減させることは企業における社会的責任
であると考えています。

当社から排出される温室効果ガス（GHG）は主に、事
務所、倉庫にて使用する電気・ガス・灯油、また営業車両等
で使用するガソリン・軽油等のエネルギーを起源とした温
室効果ガスで構成されています。温室効果ガス（GHG）を
削減させるためには、エネルギーを最小限に無駄なく有効
活用することが必要であり、エネルギー削減を推進するこ
とが地球温暖化防止、地球資源の有効活用に繋がると考え
ています。

エネルギー使用量
31%減

　　　

環
境
活
動
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環境活動

環境負荷の把握 資源循環

原料調達・製造・物流・販売・廃棄までの一連の流

れで発生する排出量をサプライチェーン排出量といいま

す。地球温暖化防止に向けて温室効果ガスの削減をして

いくためには当社の事業活動のほか、関連事業者におけ

るGHG排出量を算定することが必要です。また、算定を

する上で、サプライチェーンを構成する関連事業者への情

報提供等の働きかけにより連携を図り、協力して温室効果

ガスの削減をしていくことが求められます。2017年度に

は「サンゲツCSR調達方針」および「サンゲツお取引先

さま向けCSRガイドライン」を策定し、当社グループ会社

や主要なお取引さまにガイドラインを遵守していただくよう

働きかけています。お取引さまとともに持続可能な社会の

実現ヘ貢献していきます。

サプライチェーンにおける
温室効果ガス（GHG）排出量の把握

当社グループでは、事業活動が及ぼす環境影響を抑制すべく、2017年度よりサプライチェーン全体における温室効果ガ

ス（GHG）排出量「スコープ3」の算定を開始しました。サプライチェーンにおけるCO2 排出量を見える化することで、温室

効果ガスの継続的な削減に貢献していきます。2018年9月現在、スコープ3で定められた15のカテゴリーのうち11項目

について把握するとともに、数値の開示に向けた準備を進めています。

サンゲツグループの事業活動における
温室効果ガス（GHG）排出量の把握

スコープ3への対応
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サンゲツグループ

事業活動の上で発生する不要なモノのなかには、再使

用、再利用できるものが多くあり、捨てれば廃棄物とな

りますが、再使用、再利用すれば地球から資源を削る量

は少なくなっていきます。これまでも廃棄物削減、リサ

イクル活動を進めていましたが、2016年度環境保全分

科会にて、考え方を整理して不要となるモノを種類別に

特定させ、3R（Reduce、Reuse、Recycle）の考えに

基づき、廃棄物の削減、処理方法の改善など、資源循環

を推進しています。

2017年度、ロジスティクス部のユニ

フォームをリニューアルしました。新し

いユニフォームは環境負荷面も考慮して

リサイクル素材を選定、古いユニフォー

ムはすべてケミカルリサイクルしていま

す。この結果、衣料製品を通じて55％

のCO2 排出削減に貢献しました。

買取りリユース・リサイクルされるモノを有価物、廃棄

物としてサーマル、マテリアル、ケミカルリサイクル処理さ

れるモノを再資源化物、どうしてもリサイクルできず単純

焼却、埋立するモノを単純処分廃棄物と呼び、リサイクル

率※の向上を目指しています。

3R（Reduce、Reuse、Recycle）活動

ユニフォームのケミカルリサイクル

◉ 当社の廃棄物管理（循環型社会への取り組み）の考え方

・本当に必要なモノだけ
  購入しているか
・買いすぎていないか

・自社で再度使えないか

・買取りで活用してくれる
  先がないか

・捨てるなら何かに生まれ
  変われないか　

・最終手段として、できる
  限り環境負荷の低い方法
  で処理する

1 Reduce（発生抑制）

5 単純焼却

2 Reuse（再使用）

6 埋立

4 Recycle（再資源化）

   　 マテリアルリサイクル
   　 ケミカルリサイクル
   　 サーマルリサイクル

3 有価買取先へ

 不要物の領域  有価物の領域  廃棄物の領域

再資源化物の領域 単純処分廃棄物の領域

※リサイクル率：（再資源化物＋有価物）／（再資源化物+単純処分廃棄物＋有価物）

※1.販売している製品は、壁材、床材、ファブリック（カーテン、イス生地等）等の中間製品であり、
　　 直接使用段階にエネルギーを使用する製品ではなく、間接使用段階の排出であるため算定対象から除外しています。
※2.他社に賃貸しているリース資産（建物）はありますが、全てにおいて電力使用がスコープ2に含まれているため算定対象から除外しています。
※3.フランチャイズによる運営を行っていないため算定対象から除外しています。
※4.本カテゴリは主として民間金融機関（商業銀行）のカテゴリであるため、算定対象から除外しています。
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47%
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再資源化物
53%
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◉ 廃棄物排出量の推移

◉ リサイクル率の推移

◉ 産業廃棄物の内訳

3

R

　 資源循環への取り組み

資源循環に対する考え方

世界的に人口が増加し、経済発展や利便性の追求により、
資源消費のスピードが上がっています。このまま大量採掘
が続けば資源は枯渇しかねません。事業活動の中で発生す
る資源の調達・廃棄において、資源が循環する仕組みを考
える必要があります。当社では持続可能な資源循環を目指
し、“2050年にゼロエミッション”に向けて努力します。

サプライチェーン カテゴリー 項目 算定対象

上流 1 購入した商品・サービス ◯

2 資本財 ◯

3 スコープ1,2に含まれない燃料およびエネルギー関連活動 ◯

4 輸送、配送（上流） ◯

5 事業から出る廃棄物 ◯

6 出張 ◯

7 雇用者の通勤 ◯

8 リース資産（上流） ◯

下流 9 輸送、配送（下流） ◯

10 販売した製品の加工 ◯

11 販売した製品の使用 算定対象外※1

12 販売した製品の廃棄 ◯

13 リース資産（下流） 算定対象外※2

14 フランチャイズ 算定対象外※3

15 投資 算定対象外※4

地球温暖化防止に向けて、サンゲツグループの事業

（インテリア事業、エクステリア事業、照明事業）全体

の環境負荷の把握に努めます。
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環境活動

資源循環

台紙から現品見本を剥がしている様子　 分別された状態

当社では、環境保全への取り組みの一環として2000

年10月より「サンゲツカーテン・エコプロジェクト」

を進めています。右上のような専用タグラベルが付いて

いるカーテンについては、当社が責任を持って回収し、

自然環境保護の観点から、なるべくゴミを増やさない処

理を実施しています。

WEBでの申し込み
http://www.sangetsu.co.jp/eco/WEB

回収したカーテンは素材、加工手法によってそのリサイ

クル処理法が異なります。当社では、もう一度糸の状態に

戻す 1.ケミカルリサイクル、反毛などフェルトのような別

の繊維製品にする 2.マテリアルリサイクル、固形燃料など

熱源にする 3.サーマルリサイクルに分類しています。

（表面（例）） （裏面（例））

◉ リサイクル活用法

◉ カーペットタイル・リサイクルシステムの仕組み

回収したカーテンを
繊維原料に戻します。

回収したカーテンを
他の繊維製品（フェル
ト、ウエス等）に加工
します。

回収したカーテンを
固形燃料化して熱工
ネルギーにします。

①専用タグラ
ベルがある
事を確認

②当社ホーム
ページまた
は電話で申
し込み

③梱包 ④発送→
   サンゲツ着

⑤リサイクル

専用タグラベル

フックとコーナー
ウエイトは取り外す

Recycle

※RECYCLE SYSTEM：リサイクルシステムは確立したばかりであり、出荷される商
品はカーペットタイル以外の再生材料を使用していますのでお含みおきください。

改装現場から使用後のカーペッ
トタイルを回収、リサイクル工場
へ運びます。

エコマーク認定、グリーン購入法
に適応した、環境にやさしいカー
ペットタイルが生まれます。さら
に2度3度と繰り返しリサイクル
できます。

回収したカーペットタイルのパイ
ル層とバッキング層を分離せず、
まるごと粉砕・破砕し、新たなバッ
キングシートを成形します。

出荷・納品

再資源化

回収・運搬

使用済みの
カーペットタイルを

回収

リサイクル
カーペットタイルの

完成

特殊技術により、
廃材を

まるごと粉砕

RECYCLE SYSTEM※

サンゲツカーテン・エコプロジェクト

見本帳を利用した社会貢献および
循環型社会への取り組み カーペットタイル(NT-250ecoシリーズ)は、リサイク

ルシステムを活用することで、フル回収·ゼロ廃棄·100%

リサイクルが可能です。また、このリサイクルシステムで

は、タイルのパイル層とバッキング層とを分離せず、まる

ごとムダなくリサイクルするため、分離に伴うエネルギー

消費および廃棄物の軽減を実現しています。

カーペットタイル・リサイクルシステム

当社商品は、新しい見本帳に改訂されると、その新見

本帳に収録されなかった従来の商品は、廃番商品とな

り、市場の流通に乗らないデッドストックとなってしま

います。

また、カットロスなどで発生する端材は、素材として

はしっかりしているにもかかわらず、インテリア商材と

して販売できるサイズに満たないなどの事情により、廃

棄処分（多くはマテリアルリサイクル）しています。

一方で、そういった「もったいない」素材を有効活用

する取り組みを地域の企業とコラボレーションして進め

ています。

工場から出る端材や廃棄物を活用したエコプロダクツの

企画・販売を手掛ける株式会社ウェイストボックス（名古

屋市中区）の企画により、廃棄していた重歩行フロアやクッ

ションフロアをバッグや雑貨の材料として活用しています。

エコブランドショップ「MODECO（名古屋市中区）」にて、

アイテムの企画・製造・販売を行うほか、大手百貨店の

ポップアップストアにて限定販売されています。

なお、この取り組みはテレビ東京系列のドキュメンタリー

番組「ガイアの夜明け」でも取り上げられました。

廃番商品・商品端材の有効活用

床材を使用したビジネスバッグ

当社で発刊する見本帳は、お客さまに商品の色、質感

が伝わりやすいように台紙に壁紙、床材、ファブリック等

の素材の現品を貼って製本しています。利用期限が切れ

た見本帳は、福祉施設にて障がい者の方の自立支援活動

に役立てられます。

具体的には、障がい者の方の自立支援プログラムの一

環として、障がい者の方にて見本帳の解体、台紙と現品

見本の剥がし作業をします。剥がし終わった台紙は古紙

買取業者に有価引取され施設の収益となり、現品見本と

なっていた塩ビ壁紙は再生塩ビ材としてマテリアルリサイ

クルしています。

◉ システムフロー

ケミカルリサイクル マテリアルリサイクル サーマルリサイクル

○捨てる廃材をバッグヘ ～アップサイクル～

◉ 見本帳リサイクルフロー

※ 出荷ロスなど端材のリサイクルも含む
※ 回収したカーテンは商品のリサイクル方法ごとに分別したうえで、リサイクルを

行っています。

ケミカルリサイクル　　1,505kg
マテリアルリサイクル　1,500kg
サーマルリサイクル　　5,695kg

カーテン
リサイクル
累計実績

古紙

リサイクル

古紙
リサイクル業者

サーマル
リサイクル業者

見本帳

剥がし
品等

古紙以外の
剥がし品

（株）サンゲツ
障がい者
福祉施設
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環境活動

生物多様性と化学物質による汚染の回避

当社では、社長を委員長とするCSR委員会のもとに環

境施策についての検討を行う「環境保全分科会」を設置

し、同分科会において生物多様性についての取り組みを

進めています。商品デザインや化学物質の適正管理に加

え、事業活動を通じた生物多様性の保全活動について今

後も活動の幅を広げていくとともに、事業活動によらず、

直接的な環境保護活動、生物多様性の保全活動について

も、NPO・NGOと連携しながら、ニーズに合った活動を

推進していきます。

【活動計画】

• 生物多様性に関するセミナーへの参加

• 生物多様性に関する社員教育の実施

• 環境関連資格の取得支援

• 天然素材を使用した製品の開発に合わせてその関連する地
域の生態系を守る活動の実施

• 社員ボランティアによる森林保全・水環境の保全活動の実施

• 社員ボランティア活動と連動したマッチングギフト

• 生物多様性の保全に取り組むNPO・NGOへの寄付、NPO・
NGOとの協業・活動支援

世の中には数多くの化学物質が存在し、商品の製造か

ら流通・使用・廃棄に至るまで、生態系のメカニズムと密

接な関係にあり、化学物質の適正管理は生物多様性の保

全に大きく寄与します。

当社が企画・販売するインテリア商品においても多く

の化学物質を使用して製造を行っているため、化学物質

の適正管理は、商品を企画・開発し販売を行う当社事業

の責務と考えています。当社では工場を持たず、サプラ

イチェーンにおける協力メーカーに製造を委託しているた

2002年7月の建築基準法改正で、室内の環境浄化を

目的にシックハウス規制（建材の制限と機械換気設備の設

置）が2003年7月に施行されました。シックハウス規制対

象となる化学物質は、クロルピリホスとホルムアルデヒドの

2物質で、クロルピリホスを添加してある建材は使用禁止、

ホルムアルデヒド発散建築材料はランク分けされ、使用面

積の制限が設定されました。当社にかかわる建材のうち、

壁紙においては第一種ホルムアルデヒド発散建築材料の製

品として告示されたことから、壁紙を内装仕上げ材として用

いる場合は、製造業者がJISまたは国土交通大臣の認定を

取得し、発散等級を明らかにすることが必須となりました。

壁紙を施工する際に使用する壁紙用澱粉系接着剤も「第1

種ホルムアルデヒド発散材料」に指定され、面積制限の規

制対象品となりました。

労働安全衛生法が改正され、一定の危険有害性のある

化学物質に対し、事業場での危険性や有害性の調査（リス

クアセスメント）の実施が義務付けられました。（平成28

年6月1日施行）

 改正点

1.表示義務（ラベル表示）対象物質の拡大

　危険有害性情報や取り扱い方法について、容器や包

装ラベルに表示される化学物質の対象が、これまでの

117物質から663物質（SDSの交付義務の対象）に拡

大されました。また平成30年7月1日施行の再々改正

により、673物質まで拡大されました。

2.リスクアセスメントの義務化

673物質について、これらを取り扱う事業場にリスクア

セスメントの実施が義務付けられました。

当社では、これら関連する法令について、随時確認、

検討を重ね、ご使用に当たっての注意事項などを分かり

やすくお伝えし安心してご使用いただけるように日々取

り組んでいます。

地球上に存在している生物は、名前がつけられていな

いものも含めると2,000万種とも3,000万種ともいわれ

ています。その中で、16,000種以上の生物が絶滅を危

惧されています。

当社商品の多くは、塩ビを主原料とする化学製品です。

塩ビ製品は加工しやすく、耐久性も高いことから、建築材

料として広く使用されてきました。また、デザインの再現

性が高いことから、天然素材の色柄、デザインを模した商

品を提供することができるようになりました。

自然資源から希少で高級な天然素材のものを摂取して

使用するのではなく、その天然素材ライクでデザイン性の

高い商品を使用することで、そのデザインを生活に取り入

れる機会をご提供することは、地球の豊かさの源泉である

「生物の多様性」の保護に貢献することに繋がると、私た

ちは考えています。

め、直接的な管理を自らが行うことはできませんが、各

メーカーでの化学物質の管理状況や、当社向け商品への

使用状況を把握し、適正管理に努めています。

今後もサプライチェーン各社との連携を強め、化学物質

を適切に管理し、インテリアにおいて安心・安全を確保す

るとともに、生物多様性の保全に注力していきます。

日本の自然保護NGOである日本自然保護協会（以下

NACS-J）が主催・認定する資格「自然観察指導員」。

この資格取得セミナーに社員（2名）が参加し、指導員の

資格認定を受けました。このセミナー受講により、自然保

護の大切さ、自然に対するかかわり方や楽しみ方を学ぶ

ことができました。この取り

組みをきっかけに、NACS-J

との企業連携を検討・予定

しています。

　 化学物質管理について

　 リスクアセスメント※の義務化について

　 建築基準法によるシックハウス規制について

　 生物多様性への取り組み

　 商品開発での取り組み

　 今後の活動

デザイン

生物多様性セミナー参加、環境関連資格の取得支援

化学物質の適正管理

生物多様性に対するサンゲツの考え方化学物質管理に対するサンゲツの考え方

私たちは、地球環境における豊かな自然や様々な生物・
生態系から、様々な恩恵を受けています。当社では、そ
の恩恵を受ける地球の企業市民として、生物多様性の保
全を重要課題と位置づけ、生態系ネットワーク保護に貢
献するため、事業活動を通じた展開と社会貢献活動を推
進していきます。

EUのRoHS指令やREACH規則に代表される世界的な
製品含有化学物質管理規制が強化されるとともに、生物
多様性への取り組みが推進されています。また、労働安
全衛生の観点からも化学物質の管理が厳しくなってきて
いる状況です。このため、企業には化学物質に関する法
規制への対応が、これまで以上に求められています。こ
の対応を図るためには、一企業だけの取り組みだけでな
く、サプライチェーンも含めた取り組みが必要です。

特に製品含有化学物質管理については、ご使用いただく
お客さまにどのように危険・有害性等、リスクを伝達する
かが重要ととらえています。そのために、環境マネジメン
トシステムにおいて、製品含有化学物質管理の要素を盛り
込んだ帳票類を作成しています。

インテリア製品ではAIS（Article Information Sheet）
を、接着剤や副資材関係はSDS（Safety Data Sheet）に
より管理しています。化学物質の取り扱い強化、安全安心
な物づくりを第一義とし、GHS（Globally Harmonized 
System of Classification and Labelling of Chemicals）
を導入し、国際ルールに則った、分かりやすい危険・有害
性情報等の発信によりリスクを最小限にするため取り組ん
でいます。

当社はサプライチェーンの構成事業者全体が効率的な
製品含有化学物質管理を行える体制を、順次強化してい
きます。

ホルムアルデヒドを発散する建築材料は、発散速度性能

に応じて「第1種」から「規制対象外」までの4つの種別

に区分されます。

居室の内装仕上げ材として、等級表示のない告示対象

の建築材料は使用できなくなりました。ただし、部分的な面

（柱、廻り縁、窓台、巾木、建具材等）は対象とはなりません。

当社壁装材見本帳に収録される壁紙については、全点

シックハウス規制対象外（F☆☆☆☆）の性能を保持し、使

用制限が無くお使いいただける商品を提供しています。

※リスクアセスメント：化学物質の危険性や有害性を特定し、それによる労働者への
危険または健康障害を生じるおそれの程度を見積り、リスクの低減対策を検討する
こと。
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環境活動

商品を通じた地球環境保全

当社が提供する商品の多くは、環境に配慮した形でお客さまに使用されます。環境配慮型商品を4カテゴリ＋1で

定義し、環境配慮商品の開発・販売を通じて、地球環境・生活環境の向上に貢献しています。

省エネ
インテリアにおいては、主に窓や床面などからの熱損失を
軽減することが、省エネにつながります。

1

省資源
商品製造時および使用時における省資源を実現します。

2

ロングライフ
商品の寿命を長くすることで、施工から貼り替えまでの
サイクルを長くし、ライフサイクルで考えた場合の環境負
荷低減を実現します。

3

室内環境
「室内環境の改善」も環境対応の上で重要な要素と考え、
室内環境の改善に貢献する商品を積極的に提供しています。

4

生物多様性とのかかわり
当社商品の多くは、塩ビを主原料とする石油化学製品です。
加工がしやすくデザインの再現性が高いのが特徴です。
動物の生命を脅かしたり、希少木種を伐採したりといった
形で自然資源を使用するのではなく、自然のデザインを
再現することで、その美しさを感じることができる良質
な商品を提供しています。こうした商品開発により、生物
多様性の保全に寄与しています。

＋1

エコマークは、第三者機関である公益財団法人 日本環

境協会の認定により付与される環境マークであり、環境ラ

ベル表示のタイプ1として運営されています。商品の「生

産」から「廃棄」までのライフサイクル全体を通して環境

への負荷が少なく、環境保全に役立つと認められた商品

につけられます。2010年に、商品類型No.123 「建築

製品」の改定が行われ、我々の住環境を支える「建築資

材」や「建築設備」を対象に、数多くの建築製品が追加

されました。今回の改定で、その中心となったのが“塩ビ

建材”です。塩ビを主要な材料として使用する「建築資

材」や塩ビ製品を部材として使用する「建築設備」で、

新たに10製品がエコマーク対象製品となり、その認定基

準が制定されました。

新たに対象となった製品には「塩ビ系床材」が含まれ

ており、当社の主力商品の一つとなります。当社では、現

在コントラクトカーテンとカーペットタイル、ニードルパン

チカーペットに該当商品がありますが、今後認定商品の拡

充を推進していきます。

「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」により、

一定基準を満たした環境配慮商品に対しては、「グリーン

購入法適応商品」とすることができます。当社が販売する

インテリア商品としては、「カーテン」「カーペット」「日射調

整フィルム」「ビニル系床材」が対象となります。当社では、

グリーン購入法適応商品を下記のとおり多数ラインアップ

しています。

エコマーク認定商品

グリーン購入法適応商品

2018年6月現在

2018年6月現在

商品名 省エネ 省資源 ロングライフ 室内環境 生物多様性
とのかかわり

壁

SP（軽量化タイプ） ● ●

EBクロス ● ● ● ●

フィルム汚れ防止・抗菌 ● ●

スーパー耐久性 ●

ハードウォール ●

ウレタンコート ●

抗ウイルス壁紙 ●

抗アレル ●

ルームエアー ●

ヒカリケア ● ●

アカルクス ●

光拡散 ●

窓

遮光カーテン ●

遮熱ロールスクリーン ● ●

消臭カーテン ●

ナノレッド（蓄熱） ● ●

多機能レース（カイテキFR） ● ●

低放射ガラスフィルム ● ●

床

カーペット ● ●

グラニット ● ● ●

フロアタイル（2.5mm厚） ● ●

リサイクルバッキング仕様カーペットタイル ●

原着ナイロンカーペット・カーペットタイル ●

ノンスキッドフロア（室内用除く） ● ●

全般 「自然」モチーフのデザイン　　 ●

◉ 環境商品インデックス

● コントラクトカーテン：54点
● NT-250ecoシリーズ：58点
● SペットECOⅡ：26点

合計　138点

● ガラスフィルム：10点
● カーテン：414点
● ビニル系床材：815点
● 繊維系床材：222点

合計　1,461点

※主要商品の抜粋です。

　 商品を通じた地球環境保全 　 商品の環境ラベル

インテリア事業本部
品質管理技術室　

川岡 広幸

市場ニーズや自社の現状分析をもとに新商品の開発計画

を立案します。開発案にはデザインや機能面だけでなく、

生産性、施工性等も加味し、さまざまな角度から開発目標、

環境目標を設定します。

初期段階におけるデザインレビューでは、適切な設計方

針や新技術の開発テーマを網羅しているかなどを審査した

上で開発を進めます。そして各節目のデザインレビューで

は、実機試作品にて性能確認結果を環境目標と照らし合わ

せ、厳格に検証しています。

サプライチェーン全体を考えた環境負荷低減、製造委託

会社と連携した化学物質の適正管理も重要なテーマです。

環境配慮型商品の
開発におけるフロー

VOICE
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環境活動

商品を通じた地球環境保全

分類 項目 評価内容 サンゲツ対象商品

Q1
室内環境

1.  音環境
内装材による吸音のしやすさを評価する カーペット

カーペットタイル1.3 吸音

4.  空気質環境

化学汚染物質による空気質汚染を回避するための
対策が充分にとられているか評価する

フロアタイル
フロア
カーペット
カーペットタイル
腰壁パネル
腰壁シート
接着剤（べンリダイン）

4.1 発生源対策

Q2
サービス
性能

1.   機能性
建材選択において維持管理に配慮すべき内容につ
いて評価する

防汚機能付カーペット
防汚機能付カーペットタイル
フロアタイル・フロア(UV塗工、PU加工品）
汚れ防止壁紙
フロア立上げ施工1.3 維持管理

2. 耐用性・信頼性 主要内装仕上げ材の更新必要間隔を「内装仕上げ
材の貼り替えもしくは表面部材の交換などについ
ての必要間隔」とし、その長さを評価する

フロアタイル
フロア
カーペットタイル
ビニルクロス2.2.3 主要内装仕上げ材の更新必要間隔

LR2
資源・
マテリアル

2.   非再生性資源の使用量削減 非構造材におけるリサイクル資材の使用状況を評
価する

エコマーク認定商品
グリーン購入法適応商品2.4 非構造材料におけるリサイクル材の使用

2.    非再生性資源の使用量削減 解体廃棄時におけるリサイクルを促進する対策と
して、分別容易性などの取り組みについて評価する

カーペットタイル
かんたんリフォームタイル（リフォルタ）
フロアタイルOT2.6 部材の再利用可能性向上への取り組み

3.    汚染物質含有材料の使用回避 室内空気質だけでなく広く環境影響を及ぼす可能
性のある化学物質の使用削減を評価する

接着剤（ベンリダイン）
3.1 有害物質を含まない材料の使用

CASBEEは、建物を環境性能で評価し、格付けする

手法です。省エネルギーや環境負荷の少ない資機材の

使用といった環境配慮はもとより、室内の快適性や景観

への配慮なども含めた建物の品質を総合的に評価します。

CASBEEによる評価では「Sランク（素晴らしい）」から、

「Aランク（大変良い）」「B+ランク（良い）」「B-ランク（や

や劣る）」「Cランク（劣る）」という5段階の格付けが与えら

れます。

CASBEEは、2001年より国土交通省の支援のもと産

官学共同プロジェクトとして設置された研究委員会におい

て開発が進められているもので、2002年には最初の評

CASBEE （建築環境総合性能評価システム）

価ツール「CASBEEー事務所版」が、その後2003年7

月に「CASBEE— 新 築」、2004年7月に「CASBEEー

既存」、2005年7月には「CASBEEー改修」が完成し

ました。この「CASBEEの評価ツール」は、①建築物の

ライフサイクルを通じた評価ができること、② 「建築物の

環境品質(Q)」と「建築物の環境負荷(L)」の両側面か

ら評価すること、③ 「環境効率」の考え方を用いて新た

に開発された評価指標「BEE(建築物の環境効率、Built 

Environment Efficiency) 」で評価する、という3つの

理念に基づいて開発されています。

LEED（Leadership in Energy & Environmental 

Design）は、環境に配慮した建物に与えられる、第三者

認証による格付けシステムであり、米国グリーンビルディ

ング協会により開発・運営されています。1998年に新

築建築物の評価を対象とした最初の評価ツールが発表さ

れて以降、現在（LEED v4）では評価対象ごとに5つの認

証システムが構築されています。また、LEEDのクレジット

（評価項目）は、LEED-BD+Cの場合には７つの評価カ

テゴリー、58項目に対して評価し、合計ポイントに応じて

評価ランクが決定します。

使用する建築材料について、床材

においては、リサイクル材料の使用や

VOC(揮発性有機化合物）放散量が評

価項目とされており、その基準をクリア

したことを示す下記の認証を受けた材

料について、ポイントの獲得に寄与す

ることができます。

◉ LEED認証システム

評価システム 評価対象

BD+C 建築設計およ
び建設

新築または大規模改修

テナントビルのオーナー工事

学校、小売、データセンター、倉庫、流通
センター、宿泊施設、病院

ID+C インテリア設
計および建設 商業エリア、小売、宿泊施設

HOMES 住宅 住宅

O+M 既存ビル運用
メンテナンス

既存ビル、小売、学校、宿泊施設、データ
センター、倉庫、流通センター

ND 近隣開発 新規の土地開発および再開発

LEED （エネルギーと環境デザイン：
グリーンビルディング環境性能評価・認証システム）
米国グリーンビルディング協会

（非営利団体　USGBC：U.S. Green Building Council）

認証
システム

【グリーンラベルプラス】
米国カーペット・ラグ協会(CRI : The Carpet and 
Rug Institute)による認証プログラム。
ホルムアルデヒドなど13種類の揮発性物質等の放散
量について厳格な基準を定め、この基準をクリアした
製品に対して与えられる認証プログラム。
※この認証商品を採用することで、上記クレジットの「Indoor 

Environmental Quality（室内環境）」の項目でポイントの獲
得に寄与します。

サンゲツ
対象商品

【全ナイロン製カーペットタイル】
パイル：ナイロン100%
バッキング：PVCとガラス不織布

◉ LEEDクレジット（評価項目）　

評価カテゴリー 評価項目※ 必須項目※

Location & Transportation
（立地と交通）

８項目（16p） なし

Sustainable Site （敷地選定） ７項目（10p） １項目

Water Efficiency （水の利用） ７項目（11p） ３項目

Energy ＆ Atmosphere 
（エネルギーと大気）

１１項目（33p） ４項目

Materials ＆ Resources 
（材料と資源）

７項目（13p） ２項目

Indoor Environmental Quality 
（室内環境）

１１項目（16p） ２項目

Innovation （革新性） ２項目（6p） なし

Regional Priority
（地域別重み付け）

４項目（4p） なし

合計
※Integrative Process １項目含む

58項目（110p） 12項目

※ BD+Cの場合

認証マーク

【認証ランク】
40p/Certified (標準認証）、50p/ Silver、60p/Gold、 80p/Platinum
の4種類

◉ CASBEEのイメージ

仮想境界

敷地境界

CO2
資源消費、
CO2排出など

敷地外への排出、
振動など

境界から外部への
騒音・廃熱など

BEE=

室内環境
サービス機能
室外環境

エネルギー
資源・マテリアル
敷地外環境

建築物の
環境品質 QQuality

建築物の
環境負荷 L Load
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環境活動

商品を通じた地球環境保全

グラニットは、たいへん粒子の細かい塩ビ樹脂、鉱物

などを原料とした緻密な単層構造により、表面の凹凸が少

なく、汚れや薬品が入り込みにくい商品です。日常メンテ

ナンスでは、表面のふき取りのみで汚れが除去できます。

歩行などの摩耗により表面に傷が生じた場合でも、自動床

洗浄機により汚れを落としつつ表面を磨くことにより、防

汚機能を再生できるため、

製品寿命を通じて永久ワッ

クスフリーを実現した環境

負荷の小さい商品です。

当社のカーペット・カーペットタイルは耐候性や耐薬品

性に優れた原着ナイロン（6.6ナイロン）を使用した商品を

多数展開しています。原着ナイロン（6.6ナイロン）は糸に

なる前の溶液段階で色を練り込んでいますので、繊維の

内部まで染まっており、さまざまな特性があります。

当社で使用している四角中空糸は、

光の拡散により汚れが目立ちにくい効

果を発揮します。がんこな汚れも除去

しやすく、本来の色を保ち続けます。

歩行による摩擦がもたらす表面の色落ちが少なく、弾

性回復力も優れています。

直射日光による色褪せが少ない素材です。耐光堅ろう

度試験でも性能を実証。開口部の広い空間にもお使い

いただけます。

塩素系漂白剤や薬品に対して耐性があり色落ちしにくい

素材です。クリーニングに漂白剤を用いる場合も安心です。

ワックス不要、メンテナンスが容易で、廃液（汚水、ワッ

クス、剥離剤）を最小限化します。また、ワックス塗布・

剥離のための電力消費を抑えることができます。

メンテナンスが容易で廃液（汚水・剥離剤等）を最小限

にします。床材の長寿命化により余分な廃材も出しませ

ん。また、再生塩ビ樹脂系材料を15%以上（製品重量比）

使用したグリーン購入法適応商品です。

消毒液に含まれるアルコールや次亜塩素酸に対する耐

久性があります。病院などでしばしば見られる、薬品によ

る床の変色を防ぐことができます。また耐動荷重性に優

○ワックスフリーを実現

○環境にやさしい商品

○優れた耐薬品性・耐動荷重性

単層塩ビ床材グラニット 低放射ガラスフィルム

遮熱レース

多機能レース『カイテキ FR』

原着ナイロン（6.6ナイロン）   
カーペット・ カーペットタイル

○防汚性

○耐久性と弾性回復力

○耐候性

○光拡散性・採光性・遮像性

○エアコンの省エネ効果をアップ

○室内の明るさを保ちながら遮熱効果を発揮

○遮熱性・保温性

○耐薬品性

グラニット総点数 22点

カーペット 21柄48点

カーペットタイル 39柄221点

◉ 塩素系漂白剤滴下試験

試験方法

汚れ・薬品付着

24時間放置

水洗い
中性洗剤洗い

水洗い

乾燥

判定

原着ナイロン
（6.6ナイロン）

後染めナイロン

一般長尺シート

◉ 高性能の理由は緻密な単層構造

グラニット

粒子が細かく凹凸の少ない表面により、汚れが入り込みにくい構造です。

低放射ガラスフィルムは年間を通じて省エネ効果を発

揮する機能を持っています。夏は外からの熱を遮り、冬は

室内の暖気を逃がしにくく、暑さと寒さの両方を軽減する

ことができます。

帝人フロンティア株式会社と当社で共同開発した機能性

繊維を使用したレースカーテンです。

室内に自然光を取り入れながら、プライベート性も確保

できます。一般レースに比べて室内が明るくなるので、照

明の省エネ効果が期待できます。

　太陽からの熱を帯びた赤外線を遮蔽して室内の温度上昇

を抑えます。

　高い透明性と優れた断熱性を兼ね備え、冷暖房効果を高

めます。

室内温度の上昇を抑制し、エアコンの省エネ効果が期待で

きます。また、優れた保温性能により暖房効果を高めます。

多機能レース『カイテキ FR』を使用した部屋と、一般
レースカーテンと比較すると、お部屋がより明るくなっ
ていることが分かります。

シアーカーテン（レース、ボイル、オーガンジ一、エン

ブロイダリー、ケースメント、薄手生地のプリントカーテン）

のうち、一般社団法人日本インテリアファブリックス協会

(NIF)で制定された基準に適合し、室内温度の上昇を抑

制するとともに昼間の室内に適度な明るさを採り入れ、一

般のシアーカーテンと比較して節電対策上の相対的効果

が認められるものです。

・遮熱率25%以上
・採光率0.6%以上（遮光率99.4%未満）

    判定基準

※ 試験方法：カケンレフランプ法（インテリア法）　

カイテキFRレースカーテン（SC3853） 一般のレースカーテン

明るい
快適な空間を

提案！

れ、ストレッチャーや配膳車などが走行する場所でも破損

や膨れが生じにくい特長があります。
　 ロングライフ商品 　 省エネ商品

インテリア事業本部　
壁装事業部 商品開発課 課長　

坂戸 雅彦

夏も冬も、年間を通じて省エネに貢献できるガラスフィ

ルムをつくりたいという思いから、技術力のある企業と提

携して開発した商品が、低放射ガラスフィルムです。従来

の遮熱フィルム同様の、夏場の冷房時の省エネ効果に加

え、断熱機能も備えているため、冬場の省エネにも効果を

発揮します。低放射ガラスフィルムの施工窓の表面温度を

測定すると、未施工窓と比較して明らかに高い温度である

ことが確認できます。

私たちはこれからも、快適な室内環境づくりに貢献でき

る商品を開発していきたいと思っています。

年間を通じて省エネ効果を
発揮する低放射
ガラスフィルム

VOICE
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　 省資源商品 　 オリジナル環境マンガをつかった社内教育

環境活動

商品を通じた地球環境保全 環境コミュニケーション

壁紙「SP」は集合住宅などに多くご採

用いただいています。機会あるごとに改

良を重ねていますが、2017年発売の「SP」について

は貼りやすさを追求するとともに、運搬時・施工時の負

担軽減をねらって従来品に比べて約15％軽量化しまし

た。これにより運搬時の負荷の軽減や職人さんへの作業

負荷の軽減が期待されています。

ノンスキッドフロアは屋外でも使用可能

な、マンションおよび各種施設用の防滑性

ビニル床シートです。2016年発売のノンスキッドフロア

においては、従来品に比べて平均約15％の軽量化を実現

しました。これにより、運搬・搬入・施工時の環境負荷お

よび作業負荷の軽減が期待されます。

フロアタイルについて、省資源化やCO2

削減を目的に1995年から全厚3ミリを

2.5ミリへ変更し、約17％の省資源化を実現しました。

単に薄くするだけでなく、表面クリア層を0.3ミリに設計

することで、従来の耐久性は維持しながら環境負荷を軽

減しました。

カーボンフットプリント（CFP）とは、経済産業省および

関連省庁の推進する仕組みで、ライフサイクル全体で排出

される温室効果ガスの排出量をCO2 量に換算し、マーク

などを使って分かりやすく表示するものです。

2013年7月サンゲツでは、フロアタイルで初めて“カー

ボンフットプリントマーク”を取得しました。一般的な全厚

3ミリのタイルに比べ、製品の原材料調達から製造、物流、

廃棄に至るまでのライフサイクルで1㎡あたりのCO2 排出

量を3kg削減しています（削減率14％）。

壁紙「SP」の軽量化

床材ノンスキッドフロアの軽量化

床材フロアタイルの軽量化、
CO2削減 カーボンフットプリント
マーク取得 環境保全分科会では、社内への環境意識啓発を目的に毎月「Sangetsu eco通信」を発信しています。

テーマは発行月にあわせた内容を取り上げ、トピックスとオリジナル漫画「サンゲツの中心で、ecoを叫ぶ」を掲載し、

社員に環境についての知識や社内の取り組みを知ってもらう機会にしています。

また環境マネジメントプログラムと連動し、「Sangetsu eco通信」を各部署での環境勉強会で活用しています。

◉ 壁紙「SP」の重量比較

◉ Sangetsu eco通信

従来品と比較して

約15%軽量

3.0mm厚 サンゲツ
2.5mm厚

CO₂排出 削減量
（1m²あたり）

（削減率14%）

製品名 3.0mm厚フロアタイル サンゲツ
2.5mm厚フロアタイル

製品型式 ZF0203 NK-715（2011-2013）

CO₂排出量 22kg-CO₂e/㎡ 19kg-CO₂e/㎡

製
品
仕
様

寸法 457.2×457.2×3.0mm 457.2×457.2×2.5mm

重量 1,060g/枚 883g/枚

梱包数 18枚/ケース 18枚/ケース

従来品比従来品比

 重量

17%減

 CO2排出量

14%減

従来品比従来品比

15%減

従来品比従来品比

15%減

※2.5mm厚・3.0mm厚・いずれも同条件でデータ取得の上、同一のPCR（認定番号： 
PA-CL-01）を用いて算出し、検証を受けた数値で比較しました。

夏に向かうに連れて気になる台風シーズン。今年の台風の発生は、7月から増え始め、9月をピークに本州付近への接近上陸の危険
性が高まる、また長寿台風、不規則な進路をとることが多く注意が必要だそうです。

2017年9月、大分県に上陸した台風18号は、降水量が例年より圧倒的に多く、勢力を保ったまま北海道まで猛威を振るいました。
「北海道には強い台風は来ない」というのがこれまでの常識でしたが、2016年には台風3つも上陸しています。
このような台風の動きは、地球温暖化が影響していると言われています。

そもそも『台風』とは、熱帯低気圧が発達し、風速17ｍ／秒を超えたものです。
台風は熱帯の海上で発生して日本に来るまで熱帯低気圧は少しずつ冷やされていき、勢力を弱めることが多いのですが、
近年、地球温暖化による海水温の上昇の影響で熱帯低気圧が冷やされずに移動するようになりました。

台風の異常な動向の全てが地球温暖化の影響ではありませんが、こうした動きを知っておくことは防災対策上とても重要です。
人ごとと思わず、こういった情報を機に自宅や勤務地のハザードマップを確認する等、災害に備えてみてはいかがでしょう？
（ちなみに本社では、大雨の際、丸の内方面の方が浸水被害は少ないです。幅下公園側はこんなカンジになります。）

Sangetsu eco通信 Vol.9 テーマ：「地球温暖化」 発信元： 環境保全分科会

Q＆A 2018/6/18 発信

温暖化の影響で台風が強くなっている！？

7.4
3.8 3.3 3.2 3.1 2.6 3.2 3.3 2.5 3.1 2.61.8
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地方ごとの台風接近数の平年値
（平年値は、1981～2010年の30年平均）

（注1）「九州北部地方」は山口県を含み、「中国地方」は山口県を含みません。 ▲2016年9月、サンゲツ本社近辺の浸水状況

2017年10月、東京都は「東京ゼロカーボン４デイズin2020」の実施を公表しました。オリンピックとパラリンピックの開会式・閉会式
が開催される計4日間に、都内で排出されるCO2をカーボン・オフセットによってゼロにする取組です。

具体的な手法としては、都が2010年4月に導入したキャップ・アンド・トレード(総量削減義務と排出量取引）制度の対象事業者
に呼びかけ、事業者が省エネ努力などで取得したCO2クレジット（超過削減量）を寄付してもらいます。
式典の4日間では合計約72万トンの排出量が見込まれており、クレジットを充当することで相殺（オフセット）します。

東京都のキャップ・アンド・トレード制度は国内で初めて導入され、エネルギー消費量の多い約1,300の事業所に対しCO2削減を義務
付けています。オフィスビルも対象に含まれる点が特徴的です。2015年度の対象事業者の排出量は基準年比で26％減を達成してお
り、CO2クレジットの保有量は合計約1,000万トンとなっています。

参照資料： http://www.metro.tokyo.jp/tosei/hodohappyo/press/2017/10/24/documents/12_01.pdf

東京オリンピックを機に東京都、また日本のサステナビリティ社会実現に向けた取り組みが強化されそうです。
この4日間は「ゼロ・カーボンディ」と呼ばれます。

東京オリンピック式典でCO2ゼロ！？
Q＆A

（参照先：気象庁HP）
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（注2）「関東地方」は伊豆諸島および小笠原諸島を含みません。
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https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/tv/tags/?tags=%E5%A4%A7%E9%9B%A8

今月号は、社員のお子様からうれしいお便りが届いたのでそちらを紹介します。

Vol.9 担当：総務課 藤井

©Sangetsu soumu ▼参照HP 環境省「外見からは見えない、桃の果肉の変化とは！？」

前号の読者の声

（40代 男性社員）

eco通信 わが子（9歳）にも見せて
いまして・・・。
子どもが、勉強になるしマンガがおもし
ろくて上手と感動。是非お礼を伝えて
ほしいと、せがまれていました。プライ
ベートの一部を出すようでお恥ずかし
いのですが、受け取ってやってください。
（絵を描くのが好きで、マンガで対
抗？してきました・・・）

うれしくてお手紙を書きました。
記載内容の一部を公開します。

（事務局）

※地球温暖化の影響は、食料生産にも現れています。

▼ウミガメにストロー刺さった事件 ▼プラストロー禁止（スタバ）

http://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/news/15/081900226/ https://www.bbc.com/japanese/44776177
▼紙ストロー（マクドナルド）
https://www.cnn.co.jp/business/35120951.html

Vol.10 担当：ＣＳＲ推進課 保田

前号の読者の声

（事務局）

台風が強くなっている原因の一つに

地球温暖化があることを初めて知り

ました。

豪雨や猛暑など?他人ごとではない気

象の変化に目を配り、日頃から災害

対策を考えて備えておくことが大切

だと思いました。

（30代 女性社員）

東京オリンピック式典で、カーボンオフセットによりCO2をゼロ

にする取り組みを読んで、オリンピックがスポーツの祭典である

だけでなく、環境やバリアフリー、多言語への対応など、さまざ

まな面で取り組みを強化する良い機会であることを感じました。

この機に、日本がもっと人にも環境にも優しい国になると良いと

思います。

そしてマンガについて、動物だけでなく桃もしゃべるんだ･･･！と、

世界観の広がりに興味しんしんです！ （30代 女性社員）

11
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環
境
活
動

SANGETSU Environmental Report 201824 25SANGETSU Environmental Report 2018



● 第三者意見

● 第三者保証

ここ数年でサンゲツの環境配慮活動が大きく進展され、外部環境評価機関からの評価
も大幅に上昇される等、地道にかつ戦略的にCSR/ESG活動に取り組んでこられた成果
がいよいよ結実し始めたことは、何よりのこととお見受けしています。

今後は、①商社であってもメーカーなみの化学物質管理体制の確立 ②CSR/ESG活動
のサプライチェーンへの展開スケジュールの確立 ③温暖化による気候変動、それに伴う
自然災害への対応に加え、自社のエネルギーセキュリティのためにも、自然エネルギー
の自給体制の確立が、更なるサンゲツ発展のためにも必要となってきます。

特に、生態系に大きなインパクトを及ぼす化学物質に関しては、ステークホルダーか
ら商社かメーカーかの区別はなく、化学物質を取り扱う企業としての責任が同様に問わ
れます。また、サプライチェーンへの展開においても、化学物質管理に詳しい人材を厚
くしていかなければ、その進展もままなりません。そのため、化学物質管理における知
識保有者の増加が必要となり、私がオリンパスの環境部長であった頃に取得し社内でも資格者を増やしていった公害
防止管理者資格の取得もその一つの手段となるかと見受けます。化学物質と公害の歴史及びその対策と今後のあるべ
き姿をもとに、化学物質の管理体制が更に充実したものとなられ、生物多様性保全への一助となっていかれることを
祈念しています。

2017年度温室効果ガス排出量スコープ1,2（倉庫・事務所）について、（株）サステナビリティ会計事務所による独立第三者の保証報

告書を受領しています。

恒藤 克彦
一般社団法人 環境プランニング学会 
理事兼事務局長
環境プランナー協議会 副代表
東京家政大学 非常勤講師
株式会社 エコレカ研究所 代表取締役

　 地元保育園・学童保育所への旧展示商品の提供

環境コミュニケーション

静岡にある世界遺産「三保の松原」において、松林の

保全につながる清掃活動に参加しました。

松林では、松の木が徐々に枯死する「松枯れ」を防ぐ

ために、定期的に

土壌清掃による環

境整備が必要であ

り、松葉の除去作

業を行いました。

世界遺産「三保の松原」 清掃活動

ショールーム展示品の切替えに伴って生じる旧カーテ

ン生地を本社近郊の保育園・学童保育所に寄贈していま

す。これらのカーテン生地は、従来は廃棄処理されてい

たものですが、各施設では備品や玩具への装飾、園児・

児童達の創作品と

して利用されてい

ます。展示品の再

利用を通して近郊

保育園・学童保育

所との交流を行っ

ています。

環境活動

　 環境プランニング学会との協働

持続可能な社会における、企業の環境経営を促進する

人材「環境プランナー」の育成を目的として設立された一

般社団法人 環境プランニング学会は、企業や団体および

地域において環境配慮活動を促進しています。

当社も、その趣旨に賛同し、環境プランニング学会と協

働し、東海地区の環境配慮活動を促進できる人材の育成

および活動のフィールドづくりを行っています。

社員による環境講座（東京家政大学）

〈主な協働および支援活動〉

•「環境プランニング学会東海研究会」主宰と会場(本社会
議室)の提供

•「環境プランニング学会東海研究会」と協働での東海地区
における生物多様性保全活動

• 社員の環境プランナー資格取得および地域で推進する環
境配慮活動に対する支援

• 毎年東京大学で開催される「環境プランニング学会学術
講演会」の会場運営支援および座長としてのセッション
運営支援

• 環境プランニン
グ学会受託の教
育プログラムに
おいて、東京家
政大学での講師
活動

第三者意見・第三者保証
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　 植林および松林保全活動

サンゲツボランティアクラブ活動の一環として、東日本

大震災沿岸被災地である仙台近郊の岩沼市沿岸部防潮堤

への植樹プロジェクトに参加しました。

植樹してできた「緑の防潮堤」は津波の威力を減衰さ

せる効果があります。千年先の子どもたちの笑顔、幸せを

願って、約３万本

の苗木を沿岸部に

植樹しました。

岩沼千年希望の丘 植樹祭参加



分類 主な取り組み内容 投資額 費用額

事業エリア内コスト ー 214.3 407.8

公害防止コスト 大気・水質・土壌汚染防止等 - 25.9

地球環境保全コスト 温暖化防止、省エネ、環境対応車両の導入等 214.3 222.4

資源循環コスト 資源の効率的利用、廃棄物関連等 - 159.5

上・下流コスト グリーン購入、商品リサイクル、シックハウス対応等 - 8.7

管理活動コスト 環境マネジメントシステムのPDCA活動、緑化等 1.4 12.6

研究開発コスト 環境対応商品の開発等 - 11.2

社会活動コスト 自然環境保全活動、団体への寄付、支援等 - 1.2

環境損傷対応コスト 環境汚染の修復・保全 - 0.0

合計 215.7 441.5

分類 環境パフォーマンス指標（単位） 2016年度 2017年度 増減

事業活動に投入する資源に関する環境保

全効果

総エネルギー投入量（GJ） 128,666 132,292 3,626※

水資源投入量（㎥） 29,870 33,289 3,419※

事業活動から排出する環境負荷及び廃棄

物に関する環境保全効果

温室効果ガス排出量（t-CO2） 8,062 8,306 244※

廃棄物総排出量（t） 3,296 3,688 392※

総排水量（㎥） 29,870 33,289 3,419※

事業活動から産出する財・サービスに関す

る環境保全効果

商品軽量化によるCO2削減（t）

※フロアタイル：CFP取得分を算出
21,186 22,863 1,677

その他の環境保全効果 太陽光発電による電力創出（kWh） 511,146 520,798 9,652

◉ 環境保全コスト
単位：百万円

単位：百万円

◉ 環境保全効果

◉ 環境保全対策に伴う経済効果

※環境省の「環境会計ガイドライン（2005年度版）」を参考に作成しています。
※対象期間は2017年4月～2018年3月とし、集計対象は株式会社サンゲツ単体のみで、グループ会社は含みません。

※2017年度は東京と中部地区の物流センター移設に伴う「新旧施設の重複利用」並びに「仕入先保管の一部商品を自社施設に移設」したことで排出量増加に至っています。

分類 主な取り組み内容 2017年度

費用削減
梱包資材（床材出荷時の紙管等）リユース 23.3

エコドライブ化による燃料費削減 5.9

収益
太陽光発電に伴う収益 20.2

廃棄物の有価物化による売却益 2.1

　 環境会計

開示データ

2015年度 2016年度 2017年度 備考

廃液の流出量 0 0 0 該当はありません

有害廃棄物（医療用、指定有害）の排出量 0 0 0 該当はありません

環境に関する罰金および処罰のコスト 0 0 0 該当はありません

リサイクルされた廃棄物の３年間の排出量（t） 2,416 1,995 2,714

非リサイクル廃棄物の３年間の排出量（t） 1,186 1,445 1,327

3年間の総エネルギー消費量（GJ） 116,637 128,666 132,292

取り組み課題 2017年度目標 2017年度実績 評価

地球温暖化防止
スコープ1,2のGHG排出量の削減 2010年度比　32％減※2 31％減※2 △

エネルギー使用量の削減※1 2010年度比　31％減※2 30.9％減※2 △

環境負荷の把握 スコープ3カテゴリGHG排出量の把握 計画通り進捗 ○

資源循環

総廃棄量の削減 2010年度比　14％減※2 5.5％減※2 ×

不要物のリサイクル率の向上 リサイクル率　60％ 67.2％ ◎

グリーン調達の推進 グリーン購入の推進 64.2％ ○

生物多様性と化学物質
による汚染の回避

サプライチェーンの原材料、
化学物質の管理体制の構築

1.ホルムアルデヒド放出量の計測、
監視

2.仕入先の原材料、化学物質の使用
状況の調査と管理体制構築

1.計画通り進捗

2.計画通り進捗
　管理すべき化学物質の特定を完了

○

商品を通じた
地球環境保全

・環境配慮商品の開発（省エネ、省資源、
ロングライフ、室内環境等）

・商品環境情報の数値化と開示

1.環境配慮商品の開発（省エネ、省 
資源、ロングライフ、室内環境等）

2.環境配慮商品のラインアップ紹介

1.環境配慮商品の拡充（光拡散、高
メンテ、光触媒、防虫・防カビ等）

2.環境配慮商品の社内データ整備
○

※1.エネルギー使用量は事務所、倉庫（省エネ法対象）の範囲としています。
※2.売上高原単位での目標数値。

　 環境目標/実績

　 関連データ

　　　

開
示
デ
ー
タ
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指標 掲載媒体 掲載箇所 ページ

１．環境配慮経営の経済的側面に関する状況

（１）事業者における経済的側面の状況 本レポート 「開示データ」 P.28-29

（２）社会における経済的側面の状況
本レポート 「商品を通じた地球環境保全」 P.18-24

本レポート 「開示データ」 P.28-29

２．環境配慮経営の社会的側面に関する状況 本レポート 「トップメッセージ」 P.4-5

指標 掲載媒体 掲載箇所 ページ

１．後発事象等

（１）後発事象 - 該当なし -

（２）臨時的事象 - 該当なし -

２．環境情報の第三者審査等 本レポート 「第三者意見・第三者保証」 P.27

指標 掲載媒体 掲載箇所 ページ

各記載項目の共通事項

１．資源・エネルギーの投入状況

（１）総エネルギー投入量及びその低減対策 本レポート 「地球温暖化防止」「環境負荷の把握」「資源循環」 P.10-13

（２）総物質投入量及びその低減対策 本レポート 「地球温暖化防止」「環境負荷の把握」「資源循環」 P.10-13

（３）水資源投入量及びその低減対策 本レポート 「開示データ」 P.28-29

２．資源等の循環的利用の状況（事業エリア内） 本レポート 「資源循環」 P.13

３．生産物・環境負荷の産出・排出等の状況

（１）総製品生産量又は総商品販売量等 ホームページ 業績・財務情報「セグメント情報」 -

（２）温室効果ガスの排出量及びその低減対策 本レポート 「地球温暖化防止」「環境負荷の把握」 P.10-13

（３）総排水量及びその低減対策 本レポート 「開示データ」 P.28-29

（４）大気汚染、生活環境に係る負荷量及びその低減対策 本レポート 「地球温暖化防止」「環境負荷の把握」「資源循環」 P.10-13

（５）化学物質の排出量、移動量及びその低減対策
本レポート 「生物多様性と化学物質による汚染の回避」 P.16

本レポート 「開示データ」 P.28-29

（６）廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及びその低減対策 本レポート 「資源循環」 P.13-15

（７）有害物質等の漏出量及びその防止対策
本レポート 「生物多様性と化学物質による汚染の回避」 P.16

本レポート 「開示データ」 P.28-29

４．生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の状況
本レポート 「生物多様性と化学物質による汚染の回避」 P.17

本レポート 「商品を通じた地球環境保全」 P.18

◉ 「環境配慮経営の経済・社会的側面に関する状況」を表す情報・指標

◉ その他の記載事項等

◉ 「事業活動に伴う環境負荷及び環境配慮等の取組に関する状況」を表す情報・指標

環境報告ガイドライン対照表

環境省「環境報告ガイドライン（2012年版）」への対応状況

指標 掲載媒体 掲載箇所 ページ

１．報告に当たっての基本的要件

（１）報告対象組織の範囲・対象期間 本レポート 「編集方針」 P.3

（２）対象範囲の捕捉率と対象期間の差異 本レポート 「編集方針」 P.3

（３）報告方針 本レポート 「編集方針」 P.3

（４）公表媒体の方針等 本レポート 「編集方針」 P.3

２．経営責任者の緒言 本レポート 「トップメッセージ」 P.4-5

３．環境報告の概要

（１）環境配慮経営等の概要 本レポート 「環境方針」「環境マネジメント」 P.6-7

（２）KPIの時系列一覧 本レポート 「環境行動計画」 P.8-9

（３）個別の環境課題に関する対応総括 本レポート 「環境行動計画」 P.8-9

４．マテリアルバランス
本レポート 「地球温暖化防止」「環境負荷の把握」「資源循環」 P.10-13

統合報告書 「環境負荷の把握」 P.40

指標 掲載媒体 掲載箇所 ページ

１．環境配慮の方針、ビジョン及び事業戦略等

（１）環境配慮の方針 本レポート 「環境方針」 P.6

（２）重要な課題、ビジョン及び事業戦略等
本レポート 「トップメッセージ」 P.4-5

本レポート 「環境行動計画」 P.8-9

２．組織体制及びガバナンスの状況

（１）環境配慮経営の組織体制等 本レポート 「環境マネジメント」 P.7

（２）環境リスクマネジメント体制
本レポート 「環境マネジメント」 P.7

本レポート 「生物多様性と化学物質による汚染の回避」 P.16

（３）環境に関する規制等の遵守状況 ホームページ 「コーポレートガバナンス」 -

３．ステークホルダーへの対応の状況

（１）ステークホルダーへの対応 ホームページ 「ステークホルダーの皆さまとともに」 -

（２）環境に関する社会貢献活動等 本レポート 「環境コミュニケーション」 P.26

４．バリューチェーンにおける環境配慮等の取組状況

（１）バリューチェーンにおける環境配慮の取組方針、戦略等 本レポート 「環境マネジメント」「環境行動計画」 P.7-9

（２）グリーン購入・調達
本レポート 「環境行動計画」「商品の環境ラベル」 P.8-9

本レポート 「商品の環境ラベル」 P.19

（３）環境負荷低減に資する製品・サービス等 本レポート 「商品を通じた地球環境保全」 P.18-24

（４）環境関連の新技術・研究開発 本レポート 「商品を通じた地球環境保全」 P.18-24

（５）環境に配慮した輸送 本レポート 「環境負荷の把握」 P.12

（６）環境に配慮した資源・不動産開発／投資等 本レポート 「地球温暖化防止」 P.10-11

（７）環境に配慮した廃棄物処理／リサイクル 本レポート 「資源循環」 P.13-15

◉ 環境報告の基本的事項

◉ 「環境マネジメント等の環境配慮経営に関する状況」を表す情報・指標
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